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研究成果の概要：本研究は(1)自然言語処理技術を用いて議論の質を定量的に分析する手法の開

発，(2)対話的思考力を個人で訓練するためのプログラム開発，(3)本邦の大学生が典型的に不得

意とする議論過程の特定及び教授学習モデルの提案を目的として行われた。研究の結果，(1)
発言数が少なくても議論への貢献度を評価できる指標を開発した。また(2)「自己反駁法」を開

発し，個人内の思考が深まっていく過程を定量化した。そして(3)「問題定義」「意見共有」「探

索的検討」「批判的分析」「比較検討」「集約」から成る「問題解決型議論過程モデル」を構築し

た。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 2,500,000 0 2,500,000  

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000  

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,300,000 240,000 3,540,000  

 
 
研究分野： 
科研費の分科・細目：心理学・教育心理学（3902） 
キーワード：議論，ネットワーク分析，自然言語処理，大学教育，認識論的信念，対話的思考

力，談話分析 
 
 
１．研究開始当初の背景 

知識基盤社会の時代を迎え，「職域や立場
や視点が自分と異なる他者と膝をつき合わ
せて議論し，効果的に問題解決する力」が求
められている。特に大学の役割は重要であり，
「考えを組み立てる力」や「話を批判的，複
眼的に聴く力」のみならず，「相手との議論
に基づいて自分の考えをさらに展開させる
柔軟な思考力」，すなわち「対話的思考力」

の育成が重要であると考えられる。 
 そこで本研究は，実際の対話場面の分析を
通して，対話的思考力の測定方法を検討する
ことを大きなねらいとした。その際，分析手
法としては，自然言語解析によって定量的な
測定手法を開発することを１つの特徴とし
ている。これらの研究によって，大学教育の
中で活用できる教育実践手法の開発に貢献
することが本研究のねらいである。 
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２．研究の目的 

(1) 議論プロセス解析ツールの開発：自然
な文脈で行われた大学生の話し合いの
質を定量的に分析する手法を開発する。 

 
(2) 個人トレーニング・プログラムの開

発：大学生の対話的思考力を個人単位
でトレーニングするためのプログラム
の開発。 

 
(3) 大学生向け議論プロセスモデルの提

案：自然な文脈で行われた大学生の話
し合いの分析から，本邦の大学生が典
型的に不得意とする話し合いのプロセ
スを特定し，対話的思考力の教授学習
モデルを提案する。 

 
３．研究の方法 
 上記の３つの目的に応じて，以下のような
方法を採用した。 
  

(1) 議論プロセス解析ツールの開発： まず
大学生の協力者に集まってもらい，話
し合いの場面を設定した。得られた話
し合いの音声データは全て書き起こし
を作成し，これらを自然言語処理の手
法を用いて分析した。 

自然言語処理は基本的に KH Coder 
（樋口，2007）を用いて下処理を行い，
その後の処理をマイクロソフト社の
ExcelのVBAを使って作成したオリジ
ナルのプログラムによって行った。 

 
(2) 個人トレーニング・プログラムの開

発：トレーニングすべき重要なプロセ
スを特定するために，参加者に 2 人一
組で議論を行ってもらった。これらの
話し合いを全て書き起こした後，コー
ディングカテゴリーを用いて，グルー
プ間にどのような個人差があるか分析
した。その中で効果的に話し合いがで
きたグループとそうでないグループで
どのような主な違いがあるかを探し出
した。 

   その違いの部分をトレーニングす
る方法を考案し，そのトレーニングプ
ロセスを自然言語処理の手法を使って
明らかにするという手続きを用いた。 

 
(2) 大学生向け議論プロセスモデルの提

案：話し合いをすることが必要とされ
ている機会に出向き，参与観察を行っ
た。その際にいくつかの話し合いにつ
いて，承諾を得て録音させてもらい，
その書き起こしを作成した。また，参
加者の何人かにインタビューを行い，

書き起こしを分析する際の参考とした。
そして，これらの知見を，議論プロセ
スモデルとして集約した。 

 
４．研究成果 

(1) 議論プロセス解析ツールの開発：自然
言語処理技術を援用して，議論プロセ
スや議論内容を分析するためのツール
群を開発した。これらの分析プロセス
の中心は，発話の中に含まれる語の引
用関係である。 
また，議論で発話量が少ない者でも，

発言の重要さを明らかにできる指標と
して「議論への相対的貢献度」を提案
した。この「議論への相対的貢献度
（ RDC, Relative Degree of 
Contribution）」は「ある個人が発話し
た語の中で他者から引用された語の個
数」を「その個人の総発話数がグルー
プ総発話数に占める割合」で割ったも
のとして定義した。この「議論への相
対的貢献度」を計算することにより，
たとえ少数の発言しかしていなくても，
もしその発言が後続の議論を大きく左
右するものであったとすれば，その語
がグループの議論全体にもたらした貢
献度を適切に評価することができる。
この指標の妥当性については，議論の
内容を質的に検討していくことで，「議
論への相対的貢献度」が大きかった者
の発話が実際に議論の展開に大きな影
響を与えていることが示された。信頼
性については，今後さらに多くの議論
データを対象に検討を進めていくこと
が必要である。 

 
(2) 個人トレーニング・プログラムの開

発：大学生・大学院生にペアで議論し
てもらい，効果的な議論方略を用いる
ことができたペアに特徴的な個人の思
考力が何か検討した。その結果，効果
的な議論を行った者は，反論された際
に効果的に再反論し，自分の考えを説
得的に主張できる「反駁スキル」が高
いことが示唆された。 

   反駁スキルが重要であることから，
反論を生成するトレーニングの方法と
して「自己反駁法」を考案した。自己
反駁法とは，自分の考えに自分で反論
するという手続きを何度も繰り返し行
う訓練方法である。 
自己反駁を繰り返し行うことで個人

内にどのような変化が生じるか検討し
たところ，個人内の２つの立場の間で
起こる相互引用が個人内で思考が洗練
されていくことの指標になることが示
唆された。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
   上図は，実験協力者 M と J につい

て，個人内で反駁を繰り返していく過
程を示したものである。縦軸は，テー
マについて肯定側として行った立論と
否定側として行った立論の間で，引用
された語の数を示しており，グラフの
縦軸が大きくなるほど，２つの立場の
間で共通の語が使用されていることを
示している。横軸は繰り返されたセッ
ションの数を示している。これを見る
と，協力者 M はセッションが始まって
すぐに引用が始まるのに対し，協力者

J については 1 日目においてはほとん
ど引用が始まらない。しかし，いずれ
の者においても訓練の日数を積み重ね
ると，引用の数が大きく上がることが
分かった。 

   このプロセスを利用して，今後オン
ライン上での実施が可能な思考支援シ
ステムへの発展可能性が示唆された。 

 
(3) 大学生向け議論プロセスモデルの提

案：九州大学キャリア支援センターと
ドイツ・シュタインバイス大学の合同
プログラムとして行われたグループワ
ークを分析の対象とし，日本人大学生
の議論プロセスにはどのような課題が
あるかを検討した。 

   この合同プログラムは，日本人とヨ
ーロッパ人の学生の混成グループをつ
くり，数日間を費やしてビジネスプラ
ンを構築，最後にプレゼンテーション
を行うというものであった。 
この合同プログラムに加えて，いく

つかの議論場面を分析することを通し
て，大学生が典型的に議論で苦手とす
るプロセスとして「問題定義」「意見共
有」「探索的検討」「批判的分析」「比較
検討」「集約」という６つがあることが
明らかになった。これらに基づき，大
学生の議論訓練プログラムへと発展可
能な「問題解決型議論過程モデル」を
構築した。下図は，このモデルを応用
し，議論参加者が自らの発話行動の特
徴を掴みやすくするための道具として
筆者が試作した「議論トラック」であ
る。これは１つの応用例としての本研
究の提案であるが，このような応用例
について，その教育効果を実証的に検
討していくことが今後求められる。 
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